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お問い合わせ：蕨商工会議所
TEL 048-432-2655  
FAX 048-444-1785
URL http://www.warabicci.org
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  ホームページをお持ちの方、お持ちでない方に
関わらず、是非ご登録ください。

ご紹介下さい！あなたのお仲間

蕨商工会議所では、新入会員を  

随時募集しています！

  商工会議所は、地域の商工業者の世論を代表し、商工業の振興に力を注いで、国民経済の健全な発展に寄

与するための地域総合経済団体です。金融・税務・労務・法律等の様々な分野であなたの企業をバックアッ

プいたしますので、 まだ当商工会議所に未加入の方がいましたら、ご紹介下さいますよう宜しくお願い致し

ます。     連絡先：蕨商工会議所   TEL 048-432-2655

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中
  蕨ケーブルビジョン㈱の

協力により、当所 1階エン

トランスにＣＡＴＶインター

ネット利用コーナーを設置

しております。ご利用の際

は当商工会議所窓口までお

声かけ下さい。

●利用時間 

　午前８時３０分～午後５時

蕨ケーブルビジョン株式会社

  TEL 048-444-3333    E ｰ mail wink@catvwink.co.jp

・�非会員は３割増し、土・日・祭日の会員利用は２割増

し、土・日・祭日の非会員利用は６割増し、宴席での

使用は５割増しとなります。

・音響、映像設備使用時は別途料金がかかります。

（単位 :円）

蕨商工会館ご利用案内
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定　員

（人）

午     前

 （9:00 ～ 12:00）

午     後

 （13:00 ～ 17:00）

夜     間

 （17:00 ～ 21:45）

２階会議室    ２０       ３，３００       ６，６００       ７，７００

     全室

３階ホールＡ室
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４０    
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      ４，６７５

      ２，７５０

      １，９２５

      ９，０７５

      ４，９５０

      ４，１２５

   １４，５７５

      ９，３５０

      ５，２２５

お気軽にご連絡下さい。



さぁそろそろ行きますか。

躍進していきますか。

躍進しましょう。

書道家 

武田双雲

「
躍
進
」

会 議 所 行 事 予 定

No.588

１ FRI

２ SAT

３ SUN

４ MON

５ TUE

６ WED

７ THU ・正副会頭会議

８ FRI

９ SAT

10 SUN

11 MON

12 TUE

13 WED

14 THU ・労働保険年度更新個別指導会

15 FRI ・労働保険年度更新個別指導会
・蕨防火協会令和 4年度蕨防火協会第 1回役員会

16 SAT

17 SUN

18 MON

19 TUE

20 WED ・日本商工会議所各種委員会

21 THU ・定例法律相談
・日本商工会議所各種委員会

22 FRI
・埼玉県商工会議所連合会第 1回事務局長会議
  （兼：ワーキング会議）
・埼玉県労働保険事務組合連合会令和 4 年度第 1回支部理事会

23 SAT

24 SUN

25 MON

26 TUE

27 WED

28 THU

29 FRI

30 SAT

＜ＩＮＤＥＸ＞
 
通常議員総会を開催・・・・・・・・４・５

中心市街地活性化基本計画新プラン・・・６

コロナウイルス関連支援施策 他・・・・・７

コラム
「職場のかんたんメンタルヘルス」・・・・８

INFORMATION・・・・・・・・・・・９

Watch・青年部だより・・・・・・・・１０

ふタコがいく・お悩み相談・・・・・・１１

Interview
「パティスリーミチ合同会社」・・・・・１２
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【
基
本
方
針
】

　

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
一

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
続
き
、
首
都

圏
を
中
心
に
数
次
に
わ
た
る
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
飲
食
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
中
心
と
し
て
多
く
の

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
営

業
の
自
粛
や
営
業
時
間
の
短
縮

な
ど
で
事
業
活
動
の
制
約
を
受

け
、
依
然
と
し
て
停
滞
感
を
拭

え
な
い
な
か
で
推
移
し
た
。

　

一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
効
果
と
し

て
、
昨
秋
以
降
、
新
規
感
染
者

数
が
激
減
し
一
部
に
経
済
活
動

経
営
革
新
対
策
等
の
推
進

　

（
中
略
）
窓
口
相
談
を
中
心

と
し
て
、
経
営
力
向
上
を
は
か

る
た
め
の
支
援
事
業
を
関
係
機

関
と
の
連
携
の
も
と
に
推
進
す

の
活
気
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

急
速
に
拡
大
し
た
新
た
な
「
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
脅
威
に
よ
り

先
行
き
の
見
通
し
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

閉
塞
感
が
漂
い
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
回
復
に
向
け
た
力
強
さ

を
欠
い
た
状
況
の
中
、
ま
た
、

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
へ
の
対
応

も
懸
念
さ
れ
る
中
に
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
は
従
来
型
の
経

済
活
動
が
制
約
さ
れ
、
事
業
存

続
に
向
け
た
新
た
な
販
路
の
拡

大
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
見
直

し
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
当
商
工
会
議
所
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ

　

（
中
略
）
会
員
増
強
運
動
を

展
開
し
、
併
せ
て
、
生
命
共
済

等
各
種
共
済
制
度
の
加
入
勧
奨

を
行
う
な
ど
、
収
益
事
業
に
つ

い
て
も
拡
充
強
化
を
は
か
り
自

主
財
源
確
保
に
努
め
る
。
さ
ら

に
、
セ
ミ
ナ
ー
等
終
了
後
の
ア

令
和
４
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
審
議

通
常
議
員
総
会
を
開
催

　

令
和
４
年
度
蕨
商
工
会
議
所
事
業
計
画
（
案
）
及
び
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
収
支
予
算
（
案
）
の
審
議
を
行
う
「
第
１
８
６
回
通
常

議
員
総
会
」
を
３
月
23
日
、当
商
工
会
館
に
お
い
て
正
副
会
頭
・
役
員
・

議
員
出
席
（
リ
ア
ル
出
席
と
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
）
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
牛
窪
会
頭
が
議
長
と
な
り

議
事
が
進
め
ら
れ
、
審
議
の
結
果
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
収
支
予
算
（
案
）
は
い

ず
れ
も
原
案
通
り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
総
会
開

催
に
当
た
っ
て
は
、
３
月
11
日
の
常
議
員
会
で
の
審
議
を
経
て
お

り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。
本
号
で
は
基
本
方
針
、
主
な
重

点
事
業
及
び
予
算
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時

代
を
見
据
え
て
、
生
産
性
向
上

の
た
め
の
働
き
方
改
革
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
な
ど
新
た
な
経

営
課
題
に
も
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。
ま
た
、
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
く
販
路
開
拓
、

拡
大
支
援
を
は
じ
め
一
連
の
地

域
活
性
化
事
業
を
伴
走
型
の
支

援
体
制
の
充
実
の
も
と
に
推
進

す
る
。
更
に
、
新
規
創
業
や
事

業
再
構
築
等
新
た
な
事
業
展
開

に
取
り
組
む
経
営
革
新
に
対
す

る
支
援
な
ど
自
立
的
発
展
を
促

す
た
め
の
支
援
事
業
を
よ
り
地

域
に
密
着
し
た
相
談
支
援
体
制

の
維
持
、
充
実
の
も
と
に
推
進

し
、
地
域
経
済
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
を
果
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

　

（
中
略
）
商
店
街
活
性
化
対

策
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
空

き
店
舗
対
策
事
業
を
は
じ
め
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
性
化

事
業
が
実
現
化
に
至
る
よ
う
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
蕨

市
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ

ン
」
の
も
と
に
事
業
ご
と
の
調

査
事
業
の
実
施
を
と
お
し
て
事

業
実
現
に
向
け
実
践
的
な
取
り

組
み
を
強
力
に
進
め
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

　

工
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

は
、
近
隣
地
域
と
の
連
携
に
よ

組
織
強
化
と
財
政
基
盤
の
充
実

る
広
域
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
の
実

施
を
は
じ
め
、
経
営
革
新
、
事

業
承
継
等
の
経
営
上
の
諸
問
題

に
対
し
、
専
門
相
談
を
は
じ
め

解
決
を
は
か
る
た
め
の
支
援
事

業
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
に
推
進
し
て
い
く
方

針
で
あ
る
。

　

事
業
環
境
の
不
確
実
性
が
続

く
中
に
あ
っ
て
、
地
域
の
社
会

経
済
活
動
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
多
様

化
す
る
会
員
の
要
請
と
地
域
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
総
合
経

済
団
体
と
し
て
の
活
動
理
念
、

役
割
を
再
認
識
し
、
「
行
動
す

る
商
工
会
議
所
」
と
し
て
一
層

の
会
員
増
強
に
努
め
、
組
織
基

盤
の
強
化
や
財
政
基
盤
の
確

立
、
事
業
活
動
強
化
に
最
善
の

努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
る
。

意
見
、
要
望
活
動
の
展
開

　

（
中
略
）
機
動
的
か
つ
弾
力

的
な
経
済
運
営
の
継
続
の
ほ

か
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
、
財
政
運
営
、
商
工
業
振
興

策
、
金
融
対
策
、
税
制
改
正
、

労
働
問
題
、
地
方
創
生
、
地
域

活
性
化
対
策
及
び
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
な
ど
の
幅
広
い
政
策
課

題
に
つ
い
て
、（
中
略
）
地
域

経
済
社
会
を
代
表
す
る
機
関
、

ま
た
商
工
業
者
の
世
論
機
関
と

し
て
適
宜
、
適
切
な
意
見
、
要

望
活
動
を
行
う
。
特
に
、
市
に

対
し
て
は
、
商
工
施
策
に
関
す

る
要
望
の
ほ
か
、
緊
急
経
済
対

策
や
地
域
特
有
の
諸
問
題
に
つ

い
て
も
随
時
提
案
、
要
望
を
行

い
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
活
性

化
策
を
推
進
す
る
。

重
点
事
業

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
ま
た
、

巡
回
訪
問
に
よ
り
会
員
ニ
ー
ズ

の
把
握
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
事
業
の
推
進
と
と
も
に

新
た
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

は
じ
め
収
益
事
業
に
つ
い
て
開

拓
、
研
究
す
る
。
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小
規
模
事
業
対
策
の
推
進

　

（
中
略
）
時
世
を
踏
ま
え
た

巡
回
訪
問
の
強
化
を
柱
と
し
た

経
営
改
善
普
及
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
小
規
模
事
業
対
策
に
つ

い
て
の
拡
充
強
化
を
図
る
と
と

も
に
引
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
動
向
を
踏
ま
え

た
な
か
で
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
、
経
営
相
談
窓
口

の
継
続
設
置
を
行
い
、
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

「
産
業
競
争
力
強
化
法
」
に
基

づ
く
創
業
支
援
等
に
お
い
て

は
、
連
携
創
業
支
援
者
と
し
て

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
相
談
指

導
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

 

さ
ら
に
、
人
手
不
足
、
働
き

方
改
革
に
伴
い
、
生
産
性
の
向

上
の
取
組
み
支
援
、
身
の
丈
に

合
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

支
援
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
な

ど
新
た
な
経
営
課
題
に
適
切
に

対
応
す
る
。
ま
た
、
引
続
き
、

定
例
専
門
相
談
の
実
施
を
は
じ

蕨
市
中
心
市
街
地
活
性
化
プ

ラ
ン
の
積
極
的
な
推
進
及
び

商
業
活
性
化
対
策
の
推
進

　

新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
蕨

市
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
調
査
を
主
体

と
し
た
事
業
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
各
地
域
に
お
け

る
空
き
店
舗
対
策
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
活
性
化
事
業
が
実

現
化
に
至
る
よ
う
強
力
に
推
進

し
、
中
心
市
街
地
及
び
地
域
活

め
、
経
営
指
導
員
、
補
助
員
、

記
帳
専
任
職
員
を
中
心
と
し
て

経
営
改
善
に
係
る
相
談
指
導
、

税
務
記
帳
指
導
、
金
融
斡
旋
指

導
、
労
働
保
険
、
社
会
保
険
の

ほ
か
、
講
演
会
、
講
習
会
の
諸

事
業
を
幅
広
く
展
開
す
る
。

経
営
発
達
支
援
計
画
の
推
進

　

（
中
略
）
計
画
に
基
づ
く
個

社
支
援
と
な
る
販
路
開
拓
、
小

規
模
事
業
者
の
計
画
経
営
へ
の

取
組
み
に
対
す
る
支
援
や
収
益

構
造
の
改
善
に
つ
な
が
る
支
援

を
は
じ
め
、
地
域
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
は
地
域
資
源
を
活
用

し
た
蕨
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
、
育

成
を
目
的
に
、
小
規
模
事
業

者
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
対
す
る
支

援
な
ど
成
果
に
つ
な
が
る
一
連

の
地
域
活
性
化
事
業
を
伴
走
型

の
支
援
体
制
の
充
実
の
も
と
に

推
進
す
る
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ

る
企
業
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
改
善

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ま

た
、
健
康
経
営
の
推
進
に
よ
る

人
材
の
定
着
化
、
業
績
向
上
な

ど
中
小
小
規
模
企
業
の
生
産
性

向
上
の
た
め
の
取
組
み
に
対
す

る
支
援
を
行
う
。

生
産
性
向
上
対
策
の
推
進

性
化
へ
の
継
続
的
な
取
組
み
を

行
う
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

含
め
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
店
舗

診
断
を
通
じ
て
の
個
店
の
経
営

体
質
の
強
化
を
は
じ
め
人
材
育

成
な
ど
小
売
商
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
諸
事
業
を
展
開
す

る
。

る
。
ま
た
、
経
営
革
新
等
に
積

極
的
に
取
組
む
管
内
中
小
小
規

模
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
当

該
企
業
の
掘
り
起
こ
し
を
行

い
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
「
中
小
企
業
新
事
業
活
動

促
進
法
」
に
基
づ
く
経
営
革
新

計
画
の
承
認
が
得
ら
れ
る
よ
う

そ
の
作
成
支
援
等
を
総
合
的
に

実
施
し
、
計
画
が
承
認
さ
れ
た

後
に
お
い
て
も
、
（
中
略
）
定

期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

い
、
計
画
実
行
に
つ
い
て
継
続

的
な
支
援
を
行
う
。
さ
ら
に
、

時
代
の
変
化
や
経
営
環
境
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
新
た
な
事

業
展
開
と
し
て
経
営
革
新
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

経
営
革
新
塾
等
を
実
施
す
る
。

【
会
計
別
予
算
額
】

【
項
目
別
収
支
予
算
額
】

■一般会計：商工業振興対策、金融・税務・労務対策及び商工ニュース発行や各種検定事業の実施等を含めた幅広いサービス事業 

　に係る経費が主な支出項目であり、主な収入源は、会費・負担金、検定等の事業収入及び蕨市一般補助金等。

■中小企業相談所会計：経営指導員・記帳専任職員による相談指導業務及び記帳指導業務等を中心とする経営改善普及事業に係る　　

　経費が主な支出項目であり、主な収入源は、小規模事業経営支援事業費補助金（埼玉県）、蕨市補助金等。

■収益事業特別会計：共済制度等の事業費及び会館運営・維持管理に係る経費が主な支出項目であり、主な収入源は、各種共済制　

　度及び労働保険等の事務委託費や会館運営費等。

令和４年度収支予算

（
単
位
：
千
円
）

収入項目 金  　額

会　費 22,500

特定商工業者
負担金 553

事業収入 43,411  

交付金 63,006

繰入金 15,321

繰越金 6,456

合　計 151,247

支出項目 金  　額

事業費 41,213

管理費 83,793

基金積立金 200  

租税公課 3,460

その他支出 7,260

繰出金 15,321

合　計 151,247

5
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 都市活力の持続性確保を目指した

　       蕨市中心市街地活性化 新プランを策定
　本プランは、当商工会議所が蕨市より委託を受け、従来の基本的な考えである「蕨市中心市街地活

性化基本計画 ( 平成 27 年 4 月～令和 2 年 3 月 )」により実施した 28 事業の実績を踏まえ、当時の事

業の洗い直しおよび現在の中心市街地の実情を踏まえた蕨市中心市街地活性化の新プランを策定した

ものです。

　本プランは、都市活力の持続性確保を目指した 3 か年計画 ( 令和 4 年 4 月～令和 7 年 3 月 ) となり、

蕨市、蕨商工会議所、( 一社 ) 蕨市にぎわいまちづくり連合会、( 一社 ) 蕨ブランド協会が実施主体に、

次の 3 本柱の事業を推進していきます。本号では、この 3 つの事業の概要を紹介します。

　本計画の推進にあたり、新たに蕨市中心市街地活性化プラン推進委員会を設置し、本計画の進捗

状況の確認と取り組みの検証、改善、今後の推進方法について協議を行います。また、本計画の計

画期間は 3 年となっていることから、外部環境の変化などにも迅速に対応しながら、より結果に結

びつく事業を目指すために、ＰＤＣＡサイクルを基に、評価、改善を繰り返し、適宜、外部専門家

（まちづくりコンサルタント、中小企業診断士、建築士、デザイナー等）の意見も取り入れながら推

進していきます。

　本誌では、今後も 3 つの事業の具体的な取組み内容や進捗状況について掲載していきます。

①エリアイノベーション事業 ②にぎわい創出事業 ③経営体質の強化事業

　持続的かつ実効力のある空き

店舗対策を行うため、蕨市エリ

アリノベーション推進協議会を

設置します。空き店舗を単に埋

めることではなく、持続的な空

き店舗対策に繋がるようにサブ

リース等の手法を取り入れて推

進します。

　また、蕨駅西口再開発事業や、

新たな交流拠点の整備を図るこ

とにより、新たな賑わいを創出

する取り組みを進めていきま

す。

　商店街周遊ツアーや出張商店

街などを通じた賑わいの創出を

はじめ、アニメ ｢ さよなら私の

クラマー ｣ とのコラボ企画や他

団体等との連携による各種ソフ

ト事業の拡充。また、地域資源

を活用した蕨ブランド認定品の

育成・創出に努めます。　　

　こうした取組み内容について

は、Youtube など、ＳＮＳ等で積

極的に発信するなど、「広報戦

略」を推進していきます。

　商店リニューアル助成制度を

創設・活用をするほか、地域の

経済動向調査や経営分析を行っ

た後、事業計画の策定支援を行

い、販路拡大等、計画的な経営

への取り組みを支援します。

　企業の状況に即した支援を行

うことで、経営体質の強化を図

り、既存店舗を繁盛店に生まれ

変わらせることで、当該エリア

のブランド力、魅力を高めてい

きます。
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～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
～

  「
事
業
復
活
支
援
金
」
の
ご
案
内

 
 

当
商
工
会
議
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
を
行
う
た
め
、
経

営
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
事
業
復
活
支
援

金
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

◎
事
業
復
活
支
援
金
と
は

 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を

受
け
る
事
業
者
に
、
地
域
・
業

種
問
わ
ず
、
固
定
費
負
担
の
支

援
と
し
て
、
５
か
月
分
の
売
上

高
減
少
額
を
基
準
に
算
定
し

た
額
が
一
括
給
付
さ
れ
ま
す
。

上
限
額
は
、
売
上
高
に
応
じ
て

三
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
２
０
２
１
年
11
月

～
２
０
２
２
年
３
月
の
い
ず

れ
か
の
月
（
対
象
月
）
の
売

上
高
が
２
０
１
８
年
11
月
～

２
０
２
１
年
３
月
の
間
の
任

意
の
同
じ
月
（
基
準
月
）
の
売

上
高
と
比
較
し
て
、
50
％
以
上

ま
た
は
30
％
～
50
％
減
少
し

た
事
業
者
（
中
堅
・
中
小
・
小

規
模
事
業
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
含
む
個
人
事
業
主
）

○
給
付
額
：
５
か
月
分
（
11
月

～
３
月
）
の
売
上
高
減
少
額
を

基
準
に
算
定
（
下
表
は
給
付
上

限
額
）

○
事
前
確
認

 

本
支
援
金
の
申
請
に
あ
た
り
、

登
録
確
認
機
関
に
よ
る
事
前
確

認
が
必
要
で
す
。
当
商
工
会
議

所
で
は
、
会
員
事
業
所
に
限
り

事
前
確
認
を
無
料
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
過
去
に
一
時

支
援
金
ま
た
は
月
次
支
援
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合
、
原
則
と

し
て
再
度
事
前
確
認
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
締
切 

５
月
31
日
（
火
）

【
電
話
相
談
窓
口
】

０
１
２
０
‐
７
８
９
‐
１
４
０

※
制
度
の
詳
細
は
、
事
業
復
活

支
援
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼事業復活支援金  給付上限額

◆
議
員
職
務
執
行
者

変
更
の
お
知
ら
せ
◆

 
 

左
記
事
業
所
の
当
商
工
会
議

所
議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

〈
議
員
〉

青
木
信
用
金
庫
蕨
支
店

 

支
店
長 

 

松
澤 

真 

氏

 

（
前
任
者
） 

黒
澤 

信
夫 

氏

 
 

事
業
所
名
、
代
表
者
、
住
所
、

電
話
番
号
等
が
変
わ
り
ま
し
た

ら
、
お
手
数
で
す
が
当
商
工
会

議
所
ま
で
ご
連
絡
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
連
絡
先
】

電 

話
０
４
８-

４
３
２-

２
６
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８-

４
４
４-

１
７
８
５

メ
ー
ルi

n
f
o
@
w
a
r
a
b
i
c
c
i
.
o
r
g

会
員
情
報
変
更
の
際
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
　

蕨
商
工
会
議
所
会
費
納
入
方

法
を
銀
行
振
込
に
さ
れ
て
い
る

会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
４
月
上
旬
頃
に
郵
送
で
請

求
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
（
郵
送
事
情
に
よ
り
、

到
着
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
） 

。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
さ
れ
て

い
る
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
４
年
度
第
１
回
目
の

振
替
日
は
左
記
の
通
り
と
な
り

ま
す
。
事
前
に
ご
指
定
い
た
だ

い
て
い
る
銀
行
口
座
よ
り
引
き

落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
口
座
振
替
日
◆

 
 
 

令
和
４
年
４
月
18
日
（
月
）

職
員
退
職
の
お
知
ら
せ　

 
 

職
員
の
関
口
慶
太
が
令
和

４
年
３
月
31
日
付
で
退
職
し

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
会
費
納
入
に
つ
い
て



　

よ
か
れ
と
思
っ
て
発
し
た
ひ
と
言

が
、
相
手
を
不
快
に
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
そ
ん
な
つ
も

り
は
な
か
っ
た
」
と
弁
解
し
た
と
こ

ろ
で
、
残
念
な
が
ら
発
し
た
言
葉
は

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
悪
意
は
な
い
の
に
相
手
を
傷
付

け
て
し
ま
う
こ
と
ほ
ど
不
本
意
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
タ
ル
不
調

を
来
す
最
大
の
原
因
で
も
あ
る
身
近

な
人
間
関
係
。
ふ
と
し
た
ひ
と
言
が

信
頼
関
係
を
壊
し
、
軋
轢
（
あ
つ
れ

き
）
を
生
ん
で
し
ま
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

の
話
を
受
け
止
め
て
、
相
手
を
尊
重
す

る
に
は
、「
私
」
目
線
で
な
く
、「
あ
な

た
」
目
線
で
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。「（
私
に
は
）
分
か
り
ま
す
」（
同
感
）

で
は
な
く
、「（
あ
な
た
が
）
そ
う
感
じ

る
の
で
す
ね
」（
共
感
）
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

特
に
、「
あ
な
た
の
た
め
を
思
っ
て
」

と
前
置
き
を
す
る
よ
う
な
助
言
は
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
相
手
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
伝
え
た
い
気
持
ち
が
強

け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
こ
う
し
た
こ
と
が

起
こ
り
や
す
い
の
で
注
意
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
表
面
上
の
会
話
で
分
か
っ
た

つ
も
り
に
な
ら
ず
に
、
相
手
の
気
持
ち

に
耳
を
傾
け
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

「
○
○
な
ん
で
す
ね
」
と
具
体
的
に
相

手
が
話
し
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
伝
え

返
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
余
計
な
言
葉

を
付
け
加
え
ず
と
も
、
そ
の
ま
ま
を
受

　

人
は
、
誰
し
も
自
分
の
枠
組
み
で
物

事
を
捉
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
人
の
話

を
聞
く
際
に
、
自
分
の
経
験
と
照
ら
し

合
わ
せ
「
き
っ
と
こ
う
に
違
い
な
い
」

と
い
う
枠
組
み
の
中
で
話
を
聞
き
、
発

言
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
さ
も
分

か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
発
言
し
や

す
い
の
が
、「
分
か
り
ま
す
」（
同
感
）

「
き
っ
と
○
○
で
す
よ
ね
」（
決
め
つ
け
）

「
こ
う
し
た
方
が
絶
対
に
よ
い
で
す
」（
指

示
）
と
い
っ
た
、
相
手
を
尊
重
し
て
い

な
い
自
分
本
位
の
関
わ
り
方
で
す
。
さ

ら
に
は
、「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
し
ま

す
」
と
自
分
の
話
に
す
り
替
え
て
し
ま

い
や
す
く
始
末
に
負
え
ま
せ
ん
。
相
手

け
止
め
る
こ
と
が
信
頼
関
係
を
育
み

ま
す
。
そ
の
上
で
こ
ち
ら
の
意
向
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
真
に
分

か
り
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し
ま
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

 
 
 
 

　

代
表
理
事 

 
 

大
野　

萌
子

「
同
感
と
共
感
の
違
い
を
明
確
に
」
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 INFORMATION

LOBO調査

マル経資金
金利 1.22％

 

２月の調査結果

業況ＤＩは、動制約とコスト増
の影響で大幅悪化。先行きも不
透明感拭えず、厳しい見方 

　小規模事業者経営改善資金（マル経）のご利用

を希望される方は２期分の決算書をお持ちのうえ、

蕨商工会議所までお越し下さい。

◆貸付対象
○従業員が２０人以下（商業・サービス業では５人   

  以下）

○蕨市内で１年以上営業しており、蕨商工会議所の　　

　経営指導を６ヶ月以上受けられている事業者

◆貸付限度額　２，０００万円

◆貸付期間
  運転資金７年以内　設備資金１０年以内

◆貸付利率
  年 1.22%（3 月 31 日現在）

　全産業合計の業況 DI は、▲ 33.9（前月比▲

15.7 ポイント）。

　36 都道府県へのまん延防止等重点措置に伴う

外出自粛や営業制限により客足が減少した

　飲食・宿泊業などのサービス業の業況感が大

幅に悪化した。また、持ち直しつつあった自動

車関連を中心とした製造業や卸売業でも半導

体不足や部品の供給制約に伴う生産調整によ

り売上が落ち込んだ。原油価格を含む資源価格

や原材料費の上昇によるコスト増加が続いて

いることに加え、オミクロン株の感染拡大から

従業員の自宅待機に伴う人手不足が発生して

いるなどの声も聞かれた。

　中小企業の景況感は調査開始以降最大であっ

金融情報
た 2020 年 3 月（▲ 16.4 ポイント）に次ぐ悪

化幅を記録した。

　※東日本大震災後の 2011 年 4 月は▲ 11.8

ポイントの悪化幅

　先行き見通し DI は、▲ 34.2（今月比▲ 0.3

ポイント）

　オミクロン株の感染収束が見通せない中、

春の観光需要喪失、受注・売上減少の長期化、

年度末を控えた借入金返済時期の到来による

資金繰り悪化を不安視する声は多い。また、

部品などの供給制約、資源価格の高騰、円安、

人件費上昇などの相次ぐコストの増加分の価

格転嫁の遅れによる業績悪化への懸念もあり、

中小企業においては厳しい見方が続く。

簿記検定試験の
お知らせ

お知らせ

　下記日程にて、簿記検定試験を実施します。

第 161 回簿記検定試験
試験日：令和 4年 6月 12 日（日）

実施級：1級、2級、3級

受験料：1級 7,850 円、2級 4,720 円

        3 級 2,850 円

【受験申込】
◎蕨商工会議所窓口受付：

4月 18 日 ( 月 ) ～ 5 月 9 日 ( 月 )

※平日 8時 30 分～ 17 時のみ

◎ネット受付：

4月 25 日 ( 月 ) ～ 5 月 16 日 ( 月 )

 最新情報は蕨商工会議所ホームページをご

確認の上、お申し込みください。定員に到達

次第、受付終了となります。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況

によって、日程変更および中止となる場合が

あります。
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　3 月 3 日、4 日に、蕨商工会館３階多目的ホール

において、蕨青色申告会との共催とのもと「決算・

確定申告個別指導会」を新型コロナウイルス感染

症対策を行いながら、開催しました。

　指導会当日は税理士会西川口支部のご協力のも

と、税理士及び当商工会議所職員が申告書作成・

提出並びに、質問等に応じました。 

  『生活習慣病健康診断』

『決算・確定申告
 　　       個別指導会』

　3 月 14 日、蕨商工会館３階多目的ホールにおい

て、会員事業所の事業主、家族、従業員を対象と

した「生活習慣病健康診断」を実施しました。当

日は、戸田中央総合健康管理センターの協力のも

と、約 50 名が受診されました。

　当商工会議所では年２回（春・秋）の「定期健

康診断」も実施しておりますのでぜひご利用くだ

さい。

青年部メンバー募集中！

青年部 HP は

←こちら

蕨商工会議所青年部とは
　昭和６２年１１月「行動する商工会議所に若い活力」をモットーに、次代を担う若手経営者の総意

により結成した、「若手経営者の異業種交流の場」と言えます。

　同じ地域社会で生活する約 100 名の青年経済人が、資質の研鑽を通じて地域社会の発展に寄与する

ことを目的に、研修会、親睦事業、イベント事業の開催をはじめ、蕨商工会議所が展開する諸事業に

も積極的に参加しております。どうぞお気軽にお問い合わせ下さい！

       ●入会資格  蕨商工会議所の会員事業所の経営者、または後継者で５０歳未満の方なら

            どなたでも入会できます。

●年会費　  20,000 円

●事務局　  〒 335-0004　蕨市中央 5-1-19　Tel：048-432-2655　　
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♪キラリと輝く蕨の女性を紹介♪

ふタコが行く
女性特集 VER.

  川口市出身の小田嶋さんは学校卒業後、企業の経理部で海外
との為替業務をしていました。趣味のテニスで現社長の均氏と
出会い結婚され、㈲小田島商店に入社されました。
 現在は、社長と二人三脚で店舗運営に尽力されています。店内
レイアウトや商品 POP 作成等、常に挑戦を続け、最近では Twit-
ter や LINE 公式アカウントを活用した販路開拓にも積極的です。
定休日には社長と都内に沢山あるアンテナショップ巡りをされ
ることもあるそうです。
 「これまで平成の米騒動や米の自由化、温暖化の影響による米
価の不安定等いろいろな事がありましたが、今も元気に夫婦で
働けて幸せです。変化を恐れずこれからも頑張っていきたいで
す。」とメッセージをいただきました。

「
好
み
の
お
米
と
出
会
っ
て
頂
け
る
よ
う
品

揃
え
に
励
ん
で
い
ま
す
。
」

ふタコんにちわ！

「キラリと輝く蕨の女性」 をふタコが紹介して

いくよ♪♪

第２８回目は、 南町３丁目のお米販売業

「㈲小田島商店」 の小田嶋愛子さんを

ご紹介するよ！
住所：蕨市南町３-８-１４

電話：０４８-４４１-３７３６

営業：９：３０～１９：３０（日曜、祝日定休）
お問合せ

民
法
改
正
に
よ
る
事
業
者
対
応

【
ふ
タ
コ
】　

い
よ
い
よ
４
月
だ
ね
。
新

し
い
こ
と
が
始
ま
る
季
節
だ
よ
。

【
経
営
指
導
員
】 

そ
う
だ
ね
。
新
生
活
が

始
ま
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
な
。

【
ふ
タ
コ
】 

た
し
か
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
始
ま
る
よ
ね
。
法
律
関
係
で
も
変
わ
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
？

【
経
営
指
導
員
】 

実
は
民
法
改
正
に
よ

り
、
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
の
だ
よ
。

【
ふ
タ
コ
】
え
！
そ
う
な
の
？

【
経
営
指
導
員
】 

事
業
者
側
に
も
対
応
が

必
要
な
こ
と
も
あ
る
よ
。
今
回
は
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
少
し
説
明
す
る
ね
。

　

民
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０
２
２
年
４
月

よ
り
成
人
年
齢
が
18
歳
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
18
歳
・
19
歳
の
方
は
法
定
代
理
人

（
主
に
親
権
者
）
の
同
意
を
得
る
こ
と
な

く
、
様
々
な
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
事
業
者
側
に
も
対
応
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
契
約
業
務
手
続
き
で
す
。

・
携
帯
電
話
を
購
入

・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
賃
貸
借
契
約
を
締
結

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
作
成

・
自
動
車
ロ
ー
ン
を
組
む

と
い
っ
た
こ
と
も
、
法
改
正
後
は
18
歳
・

19
歳
の
方
が
単
独
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
企
業
が
こ

れ
ま
で
20
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
法
定
代
理
人
の
同
意
を
求
め
て
い
た

契
約
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
不

要
と
す
る
業
務
フ
ロ
ー
の
変
更
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
自
社
で
制
定
済
み
の

約
款
や
利
用
規
約
に
成
人
等
の
記
載
が

あ
る
と
、
内
容
の
修
正
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

・
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
投
票
券
購
入
年
齢

・
喫
煙
で
き
る
年
齢

・
飲
酒
で
き
る
年
齢

等
の
制
限
は
、
20
歳
の
ま
ま
規
制
が
維

持
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

【
ふ
タ
コ
】 

な
る
ほ
ど
。
変
わ
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
。
変
わ
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
ん
だ
ね
。

【
経
営
指
導
員
】 

国
関
係
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
も
っ
と
詳
し
く
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ふ
タ
コ
の
お
悩
み
相
談

 　
　

～
経
営
上
の
悩
み
を
当
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
が
解
決
し
ま
す
～
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蕨商工会議所ニュース Epoch 令和 4年 4月 1日 (毎月 1回 1日発行 ) 通巻第 588 号   

Interview 
会 社 紹 介

パティスリーミチ合同会社
代表社員  谷田部 道子

　

今
回
は
蕨
市
北
町
に
あ
る
お

菓
子
作
り
教
室
運
営
や
お
菓
子

販
売
を
手
が
け
る
「
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
ミ
チ
合
同
会
社
」
代
表
社

員　

谷
田
部
道
子
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

谷
田
部
さ
ん
は
子
供
の
頃
か

ら
お
菓
子
作
り
が
趣
味
で
、
自

分
が
作
っ
た
お
菓
子
を
友
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
楽
し
く
、
よ
く
差

入
れ
を
し
た
そ
う
で
す
。
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ス
キ
ル

を
習
得
し
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
講
師
資
格
取
得
の
お
菓
子
作

り
教
室
に
通
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
資
格
取
得
後
、
そ
の
教
室
に

３
年
間
勤
務
さ
れ
、
さ
ら
に
プ

ロ
の
パ
テ
ィ
シ
エ
の
下
で
本
格

パティスリ - ミチ合同会社

住所：蕨市北町 1-24-11

URL：

https://patisserie-michi.com/

インスタグラム：

@patisseriemichi

※右の QR コードから

アクセスできます

的
な
フ
ラ
ン
ス
菓
子
を
教
わ
る

こ
と
を
決
意
し
、
プ
ロ
の
講
習

会
に
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
結
婚
を
機
に
、
お

菓
子
の
仕
事
に
専
念
す
る
こ
と

と
な
り
、
自
宅
で
お
菓
子
教

室
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ミ
チ
」
を

開
業
さ
れ
ま
し
た
。「
お
店
み

た
い
に
キ
レ
イ
な
お
菓
子
」
を

自
宅
で
も
作
れ
る
よ
う
に
、
本

を
見
た
だ
け
で
は
判
ら
な
い
コ

ツ
を
教
え
る
こ
と
を
意
識
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
教
室
は
４

つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
て

１
ク
ラ
ス
４
～
５
名
の
少
人
数

で
あ
る
た
め
、
決
め
細
や
か
な

指
導
が
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

２
０
１
０
年
に
は
菓
子
製
造
業

の
許
可
を
取
得
し
て
お
り
、
通

信
お
よ
び
対
面
販
売
は
お
客
様

か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
広
報
活
動
に
も
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
は
年
間
で
約
３
０
０
人

の
生
徒
さ
ん
が
い
て
、
中
に
は

県
外
か
ら
通
わ
れ
て
い
る
方
も

い
る
そ
う
で
す
。
最
近
で
は
国

の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
新

た
に
始
め
た
動
画
レ
ッ
ス
ン
の

事
業
に
よ
り
、
生
徒
さ
ん
は
全

国
に
広
が
っ
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
動
画
レ
ッ
ス
ン
の
教
材
で

復
習
す
る
な
ど
リ
ア
ル
と
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
お

菓
子
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
一
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

 
 
 

　

 

（
取
材　

齋
藤 

詩
織
）
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さらに安価な有料オプションでセー

ル情報等タイムリーな店舗情報が発

信できます。

詳しくは蕨商工会議所までお問合せ

下さい。

http://warabiguide.com/

蕨店舗ガイド 検索

インターネットで「蕨店舗ガイド」と検索

掲載無料！！
【蕨商工会議所】　
TEL 048-432-2655　FAX 048-444-1785


